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大腸がん治療薬の応答性及び
予後の予測方法
RAS遺伝子変異のない患者群から治療効果を期待
できる患者を選別できる

大腸癌患者に対する抗EGFR抗体の投与指針として、RAS遺伝子に
変異のない患者のみ投与する方法が推奨されているが、変異のない患者
であっても治療効果が得られる割合は低かった。本発明者らは、抗EGDR
抗体使用歴を有する大腸がん患者組織のDNAメチル化レベルを網羅的
に解析した結果、高メチル化レベル（HMCC）群が低メチル化レベル
（LMCC）群に比べて抗EGFR抗体抵抗性を示すことを見出した。

概要

コホートAとBにおける無増悪生存期間は何れもLMCC群よりもHMCC
群の方が有意に短いことを確認した。また、HMCC群の無増悪生期間／
全生存期間は、RAS変異型群と同様の傾向を示した。 ⇒本発明により、
抗EGFR抗体抵抗性を示すHMCC群に対する高額な抗EGFR抗体薬
の無駄な投与や副作用を回避できる。また、がんの進行 状態や検体の
採取条件に依らず、がん薬物療法に対する治療効果を正確に判定でき
る。
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